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IoTとビッグデータの融合が開く展望

社会イノベーション事業のグローバル展開を支えるITサービス
Featured Articles

1.　はじめに
ソーシャルメディア，ウェアラブルデバイス，スマート

センサー，および IoT（Internet of Th ings：モノのインター
ネット）といった，多様なデータソースから得られる，あ
るいは得られるようになることが予想される，膨大な新
データを利用できるチャンスに，ほとんどの企業および組
織は期待を抱いている（図1参照）。すなわち，そうした
データを活用し，素早く解析することを通じて，組織や企
業はより賢明な意思決定を行い，情報をより的確に利用し
て，よりよいサービスの実現，ビジネスプロセスの改善，
業務効率の向上，および利益率の上昇につなげることが可
能となるのである。
ただし，こうした利点を実際のものとするには，非常に

多岐にわたる各種のシステムを緊密に統合することが必須
といえる。特に，個々のデバイスからのデータについては，
セキュリティを確保しつつ収集し，できるだけ低いコスト
で蓄積し，迅速に分析したうえで，その結果を容易に共有
できるようにする必要がある。企業および組織のほとんど
にとって，こうした取り組みの推進にかかる時間，人員，
および予算は非現実的である。多くの場合，企業および組

織が利点を享受するには，業界に関する深い知見，各種の
テクノロジーを統合する能力，およびベストプラクティス

Nick Chang

図1│IoT （Internet of Things）
IoTはPC（Personal Computer）や携帯機器，スマートフォンや組み込みセン
サーまであらゆるコンピューティングデバイスを相互接続する。

IoTは，製品やサービスが顧客にどう使われているかを知
るためだけではなく，より多くの情報を得る手段として，
組織や企業から期待されている。イノベイティブな企業は，
IoTによって得られる多様なリアルタイムデータを活用する
ために，データを分析して行動につながるビジネスインテ
リジェンスを抽出し，企業およびその顧客にとって有益な
意思決定に役立てる。  

IoTの課題に対応するため，日立データシステムズ社は日立
社会イノベーションストラテジー・サービスを開設した。社
会イノベーションストラテジー・サービスは，人，プロセス，

サービス，およびソリューションの組み合わせを実現する
戦略的組織として，顧客がイノベイティブなアナリティクス
ソリューションを確信を持って展開し，新たなビジネスパラ
ダイムに移行し，価値をより素早く実現することを支援す
る。また，社会イノベーションストラテジー・サービスは，
社会イノベーションの新たなアプローチおよびソリューショ
ンがもたらす利点について，その評価，優先順位づけ，
展開，および活用を支援することに特化したフレームワー
クを提供する。最初は，通信分野とヘルスケア分野に対
象を絞って活動する予定である。
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や方法論を提供する，第三者のサービスを利用することが
必要となる。 

社会イノベーションストラテジー・サービスが対応する
課題には，他に以下も挙げられる。
（1）ビジネスのニーズと技術力を戦略的に引き合わせ，ソ
リューションの可能性を最も効率的に実現する。
（2）設計および構築する。新たにソリューションを設計す
る際には，考慮すべき事項が多数ある。特に，一企業を導
くようなソリューションの場合はなおさらである。サービ
スの専門家は，ビジネス上の要件を踏まえ，そうしたソ
リューションの構築に上手に対応する。
（3）プロジェクトを管理する。関わる人員のスキルを考慮
すると，この種の案件の失敗率は高いと言える。ここで「失
敗」とは，「能力に合わせた最適化がなされていないこと」
と定義できる。
（4）新しい製品やサービスのリスクを低減する（あるいは
リスク管理する）。自社で対応することによって，完璧に
できなかったり，時間がかかりすぎたりした場合に，企業
や組織が抱え込むリスクにはどのようなものがあるだろう
か。サービスの専門家は，製品やサービスの展開をリスク
なしで実行できるようなフレームワークと実現モデルを
知っている。

2.　IoTの可能性
今日の企業や組織は，一種の曲がり角にさしかかってい

る。新たなデータソースによる初期のビッグデータ利用の
試みの結果が刺激剤となった。ソーシャルメディアのメッ
セージストリームをはじめとして，スマートフォン，ウェ
アラブルデバイス，IoTデバイスから得られるデータの詳
細さと多様さに，業務を変革し，一般的なビジネスプロセ
スの多くを改善する可能性を見出している。 

2015年には，インターネット接続されている「モノ」の
数は49億に達すると予想され，これは2014年から30％の
増加である 1）。イノベイティブな企業および組織は，すで
に IoTに着目し，製品の機能強化やサービス向上に活用し
ようとしている。IoTの活用で期待できる利点には，限り
がない。例えば，次のようなものがある。
（1）製造業者は，みずからの製品が市場でどのように使わ
れているかという情報を収集し，先々の問題になりそうな
ことを悪化の前に特定し，解決する。あるいは，情報を援
用することで，将来の製品で利益になりそうな新機能や
サービスを見出すことが可能になる。
（2）都市は，自動車に搭載されたスマートデバイスから収
集した情報を用いて，緊急車両を目的地まで最善のルート
で案内したり，交通信号をそのつど切り替えて混雑を減ら

したりすることができる。
（3）小売業者は，顧客のスマートフォンから取得した位置
情報と購買履歴を利用し，顧客が店舗に近づいたらリアル
タイムで広告を表示するといったことが可能になる。

3.　課題
新たなテクノロジーで利益が得られる可能性を現実のも
のとするには，企業や組織が困難な障害を克服する必要が
ある。
まずは，自分たちには何ができて，何ができないかを適
切に把握しなければならない。IoTをビッグデータの解析
（アナリティクス）と組み合わせると言っても，企業や組
織の多くは，そうした新たな取り組みを十分に理解し，活
用することに困難を感じている。 

アイデアが浮かんだとして，それをプロジェクトとして
遂行するには，多種多様なテクノロジーを統合することに
なる。コンピュータ処理能力だけでなく，大規模かつ量の
変動が激しいデータを管理する機能や，高速アナリティク
スを実現して，データを情報に変換し，企業や組織がリア
ルタイムで反応を起こせるようにする必要がある。

1つの IoTプロジェクトを遂行するためのコストは見積
もりが難しく，大きくなりがちである。企業や組織は，プ
ロジェクトを開始する人件費や設備投資に関するコストに
加えて，プロジェクトを長期間継続するための運営コスト
も織り込んでおく必要があるであろう。特に人件費は，さ
まざまなデータソースを扱って，得られる膨大なデータか
ら意味を抽出するために高いレベルの人材が求められるこ
とから，高くなる傾向がある。
もう1つ障害となりうるのは，アイデアから成果を得る
までの時間である。市場の移り変わりの速さを考えると，
企業や組織は迅速に行動する必要がある。IT（Information 

Technology）およびアプリケーション開発に従来のアプ
ローチで取り組むと，遅すぎて機会を逸失したり，競合他
社に市場を奪われたりするかも知れない。
最後に，IoTプロジェクトでは，要件が何度も変更され
ることが珍しくない。結果の目標や状態は，特定のイベン
トや状況に応じて変動しうる（製品やサービスの需要が急
増した，顧客が入店した，ネットワーク上で異常な取引が
まとまって行われた，あるいは，患者がヒヤリ・ハット事
例に遭遇した，など）。このため，多様なシステムおよび
ソリューションを備えたうえに，何らかのイベントが発生
した場合には，素早く対応あるいは強化できなければなら
ない。
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4.　障害の回避および除去
こうした課題のすべてを克服する手段の一つは，適格な

サードパーティーが提供しているサービスを利用すること
である。IoTのユースケースが多岐にわたる場合でも，
サービスを通じて以下の提供を受けることで，ほぼ共通し
て求められる一般的な要件に対応可能となる。
（1）業界のノウハウ
多くの企業において，社会イノベーションおよびリアル

タイムビッグデータアナリティクスの有効性を実感できる
最初の取り組みは，現在の業務への適用である。このため，
同様の案件に関して経験と実績を有する人材の手助けがあ
れば望ましい。特に，何ができるのかの判断，ベストプラ
クティスおよび方法論，そして適切なツールに関する知識
が求められている。
（2）技術的なノウハウ
取り組みのほとんどにおいて，新しいテクノロジーの活

用や，多様なテクノロジーとシステムの統合と最適化が不
可欠となる。
（3）素早い成果
機会は素早く移り変わっており，同じテクノロジーが競

合他社で試されている可能性も捨てきれない。既存のサー
ビスを活用することで，ソリューションを実現するまでの
時間を節約することが可能となるであろう。

5.　社会イノベーションストラテジー・サービス
IoTに，データ分析の速度，多様性，および重要性が加

わると，ビッグデータの処理を通じて，よりよい意思決定
を導くパターンや知見を得る方向への転換が促される。こ
れと，業界に精通した人材のノウハウを組み合わせること
により，企業および組織において予測的なリアルタイムイ
ンテリジェンスを活用し，より大きなスケールの知見に注
力することで，より大きな社会および事業の成果，すなわ
ち社会イノベーションをめざす動きが加速することになる。
このように，IoTとビッグデータが相互に影響し合う現
状は，新しい機会や挑戦が数多く創出される，時代の曲が
り角である。企業や組織が社会イノベーションの可能性を
十分に実現できるよう，日立は IoTを取り入れたアプロー
チに注力して，通信，ヘルスケア，ビジネスアナリティク
ス，公共の安全，エネルギー，および運輸といった分野で
広く貢献することをめざしている。さらに，IoTとビッグ
データアナリティクスに関しては，より広く，総合的な視
野からの全体像を構築している。
特に，以下の3つの分野をはじめとする各事業を活用し

ている。
（1）医療用スキャナのような，IoTの基盤を成し，データ

を生み出す，多様なセンサーおよびインテリジェントデバ
イスの製造
（2）Fortune Global 100企業の83％に対して，ITハード
ウェアおよびソフトウェアを供給および管理，これによっ
てビッグデータを収集，管理，解析
（3）ビッグデータ研究，およびコンサルティングの実践な
どにおいて，アナリティクスのイノベーションに関して，
経験豊かな人材を提供
こうした業務を通じて，社会イノベーションストラテ
ジー・サービスは，どのような企業および組織においても
成果を実現できる人材およびサービスを提供している（図
2参照）。そうしたサービスを利用すれば，業界に関する
深い知見，ベストプラクティスおよび方法論，必要なテク
ノロジーの統合，および迅速な成果を得ることができる。
さらに，サービスを利用すれば，自社で手がける場合のよ
うに大規模な予算を組まなくとも，プロジェクトを迅速に
試行することも可能となるのである。
アナリティクスの新たなアイデアを高い信頼度で試すこ
とと，アイデア実現を加速して競争力を高めることの2つ
が，社会イノベーションストラテジー・サービスとパート
ナーシップを組む大きな利点である。
社会イノベーションに向けた日立のソリューションは，
相関，インテリジェンス，抽出，および解析に関するテク
ノロジーを統合する，先進的な共通のアナリティクスフ
レームワークを活用して構築される。再利用可能なソ
リューションコンポーネントとベストプラクティスを，特

業務の妥当性

クラウド化対応

ソリューション
最適化

ベスト
プラクティス

サービス
カタログ

コンテンツ
リポジトリアナリティクス

ビジネス
インテリジェンス

社会イノベーション
ストラテジー ・ サービス

図2│社会イノベーションストラテジー・サービス
社会イノベーションストラテジー・サービスは幅広いアナリティクスの専門
知識と人材，戦略的なプランニングを組み合わせ，業界に合わせたソリュー
ションを提供する。
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定の業界そして組織に固有のソリューションに対するニー
ズに合わせてカスタマイズする。こうしたソリューション
は，インテリジェントなコンテンツ管理と高速な情報処理
能力を備えた，ビッグデータの格納およびコンピューティ
ング向けの日立の IT基盤に置かれることになる。こうし
て，リアルタイムアナリティクスと履歴解析および機械学
習が包括的なソリューションとしてまとめられ，業務の観
察データから予測および対処の行動が生まれるようになる
のである。
社会イノベーションストラテジー・サービスはすべての

産業分野に向けてサービスを提供する予定であるが，当初
はヘルスケア分野と通信分野に絞っている。初期の事例
は，実現可能なソリューションのタイプと，そこから実現
が期待できる利点を示している。
例えば，日立データシステムズ社（Hitachi Data Systems 

Corporation）による通信機能を持つヘルスケア製品は，状
況に関わらず医師と患者を常時つないでいる。どこからで
も，任意のデバイスを使って患者情報へのセキュアなアク
セスを可能とする。
心臓病や糖尿病といった慢性疾患は，世界中で死因の上

位を占めている。Hitachi Clinical Repository（日立臨床リ
ポジトリ）は，セキュリティが確保された臨床データプ
ラットフォームに豊富なメタデータと詳細なワークフロー
を備え，より有意義な患者との対話とほぼユビキタスな
データアクセスをめざしている。これにより，患者の予後
の改善と医療費の削減だけでなく，慢性疾患による死亡数
の減少にもつながる。
通信に関しては，大量の情報を分類して業務処理を改善

する，大手通信プロバイダに向けた支援ソリューションが
ある。例えば，大手プロバイダでは1時間に300億もの
ネットワークデータポイントを測定するため，重要な情報
を迅速に探し出すことが困難になっている。そこで日立
は，ネットワークアナリティクスのソリューションを開発
し，リアルタイムのストリーミング分析を1秒以下の粒度
で実施することを可能とした。このソリューションは，そ
の適応範囲の広さとオープンネスも相まって，ネットワー
クの可視性と効率を大幅に高め，サービスの信頼度と品質
の向上を実現し，新たな収益源の創出に貢献した。
このように急速に発展する新興市場の要求に対応するた

め，日立は複数のステップで対応している。第一に，社会
イノベーションストラテジー・サービスは人材を補充して
内部体制を補強する予定である。第二に，社会イノベー
ションストラテジー・サービスは日立全体のエコシステム
を活用する（ヘルスケアに関してはHitachi Medical 

Systems社など）。さらに，完備したエコシステムの構築を
目標に，社会イノベーションストラテジー・サービスは重
要なパートナーシップを拡充していく予定である。

6.　おわりに
IoTは，過去50年間で最大のテクノロジーの潮流にな
ると期待されている。センサー，プロセッサ，およびソフ
トウェアをあまねく行き渡らせ，アナリティクスを適用す
ることにより，企業および組織は業務や顧客対応の方式を
変革することが可能となる。IoTへの対応を支援するサー
ビスの業界規模は，今年は695億ドルに達すると予想され
ている 2）。 

これにより，アナリティクスの新たなアイデアを模索し
ていたり，ビジネスアナリティクスの成功率を高めるため
の支援を求めたりしている組織や企業にとって，社会イノ
ベーションストラテジー・サービスは不可欠な存在となっ
たといえる。日立をパートナーとすることにより，組織や
企業は目に見える結果を手にすることができ，事業の全体
にわたる品質と効率の最大化を実現し，実務と ITの間の
ギャップを埋めることが可能となるのである。

1）  Gartner Says 4.9 Billion Connected "Things" Will Be in Use in 2015, Gartner, Inc., 
http://www.gartner.com/newsroom/id/2905717

2）  In 2015, A Hugely Hyped $70 Billion Market Will Arrive, Business Insider Inc.,  
http://www.businessinsider.com/70-billion-iot-market-arrives-in-2015-2014-11
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